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論文内容要旨

 近年,海洋地質学の急速な進歩にともなって,深海底堆積物の研究が盛んに行なわれ.つつある.,

 一・般に,深海底に分布する遠洋性堆積物の堆積機構は,陸一しまたは浅海性の堆積物のものと異な

 り,きわめて遅い堆積速度(多くは1cm/1,000年以下)で,しかも連続的に沈積するものであ

 る。そのため,わりあい短い深海底コアーでも,その最下部は数十刀年～数百万年前の時代を示

 す堆積物に達していることがある。地質学上,第四紀(現在から約180万年前までと言われてい

 る)は・地球」二が何回かの氷期に見舞われた時代である。したがで)て,深海底コアーは正確な占

 気候の変遷の研究ばかi)ではなく,そのきわめて遅い連続的な堆積作川と,了う特質から,生物層

 位学的研究にとっても最適な研究材料を提供するものである。

 1962年から1964年にかけて,国際インド洋海洋,調査に参加した東京水産大学の海鷹丸と鹿児

 島大学の鹿児島丸は,中部赤道インド洋一東経78度に沿う北緯6度から南緯2度までの聞一から

 6本の深海底コアーの採取に成功した。

 筆者はこれら0)コアー(平均3m,最長3m85cm)を研究材料として,でン1・洋におけるIlゴ

 気候の変遷と深海底における堆積機構を明らかにすることを目的として本研究を行なった,

 研究万法は,酸素同位元素を使った炭酸塩温度,計法による占水飜の測定,浮遊性有孔虫遺骸群

 集の生物層位学的解杭統計的群集解析として因子分析法を採用した。

 6本のコアーについて,色・模様・構成物部粒度・粗粒破片の堪。ド()1・aminif〔〕ra]nUmber

 (堆積物19中の有孔虫の個体数)・炭酸カルシュウム含有堪を、1彫～図示した、,北の比較的浅

 い海底(2,500～4,300m)から採られr二3本。)コアー1よ～ア辺}性イ∫』孔虫遺骸を豊富に含む

 0今尻gε悔πα00zeおよびcalcareous(dayから成1〕,南の4・700～4,800mの海底から採ら

 れた3本のコアーは,有孔虫の含有量がきオ)めて少なく,calcarcousclayとbr・wnchΨ

 の互層およびbrownclaYから成ることを見いだした。さらに,南の3本のコアーには混濁流

 によって運ばれて来た何故かのシルト層を挾在し,これらのシルト厨は水深mOm内外に晦息す

 ることが知られている底棲有孔虫・介形虫・二枚貝を多数含む。海底地形から判断して,⊂れら

 はガンジス川河口付近から4,700～4,800rnの深海底まで約3、000kmの距離を運ばれて来た二

 次的堆積物であると推察した。

 現在,古水温を推定する手段として最も有効とみなされているものに酸素同位庵素比((〕】s/

 (〕16)を使った炭酸塩温度計法がある。この方法は原理的には炭酸耳、,1中のO田濃度かノ1(ll、達変化

 に対応して変化することにもとづいている.しかし,実際には,ω材料として用いられる炭酸力

 'レシュウz、の毅を有する生物の適性,(2)殼の中の01日の抽出プJ'法,ならびにIIj位休比質llU)析計

 の精度,(31測定値を温度に換算するための温度スラーール,などによって測定水温が異なる例が多

 かった。筆者は,東京大学海洋研究所0)堀部純ワ]教授の指導を受6,材料の吟味ヒテクーックを

 再検討し,新た/畑、疲スケー'レを実験的に確1γ1した。
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 その結果,炭酸塩温度計法は0,4℃の精度で占水温の相対的変化を推定することが可能であるこ

 とを明らかにした。実際に,インド洋の北の3本のコアーについてン5Cmまたは10crn間隔に古

 水温を測定した結果,最も長いコアーにおいて約6℃の振幅を持つ2回の古水温の昇降を認めた。

 ま蔦3本のコアーにおける古水温の変化曲線は,最上部付近を除いて,相互に類似することを

 見いだした。

 しかしながら,炭酸塩温度計法による占水温の推定だけでは堆積物の欠如の発見や時代を決め

 ることは出来ないので,浮遊性有孔虫遺骸群集の生物層位学的解析もあわせて行なった。6本の

 コアーについてン5〔lmまたはtOCm間隔に310、試料を採集し、,U5ノむ以.しの浮遊性有孔虫を任意

 に200個体給い1⊥1し検鏡した結果・10属31種1亜種を同定し,そ0)結果を表示した。

 現生浮遊性有孔虫は表層海水温度に密接に関連して分布しているので,コアー中の群集組成を

 調べることにより古水温の相対的変化を追求することが可能である。インド洋における現生浮遊

 性有孔虫の地理的分布はBelyacva(1964)によって詳細に調べられ,5つの群集区分が認めら

 れている。筆者は,占水温の推定手段として炭酸塩温度計法とは別に,コアー中の浮遊性有孔虫

 群集をBcけaevaの群集区分に従って解析した緋果,北の3本のコアーに関しては,温暖種の頻

 度が炭酸塩温度、ll'法で求めた占水漏の変化曲線と全体的に一致する傾向を見いだした。その結果

 を,図示した。同時に,浮遊性有孔虫の群集変化,oイ060TO麺∠zαorα3340η痂3の殼の巻き方

 (右巻き,左巻き)の変化。絶滅種(0∠・加丁0∠銘彪伽羅r4あ∫∠8鵜。躍)の出現などによ

 りこれらのコアーは相lfに対比され,2本のコアーの最.L部が数10cm欠如していること,なら

 びに}それ以外の部分は連続的に堆積したことを明らかにした。一方,南の3本のコアーは混濁

 流によって運ばれて来た二次的堆積物・岩さい・木片と雲母片などを随所に含み,非連続的な堆積

 物であり,さらに,温暖種の頻度が全体の5彩から95彫と大きく変動していることを明らかにし

 た。特に,温暖種の頻度が低い仙を示す層には小さな薄い殼の完全個体が多いのに対して,その

 高い値をホす層には殻の厚い温暖種とその破片が多く含まれることを見いだした。この現象に関

 して,0∠・6・T・どα∠ぬ伽πα丁面の毅の特徴を利用して深海底における炭酸カルシコ.ウZ、の溶解

 の程度を数眠的に求めて説明した。さらに,その溶解の程度が底棲有孔虫百分率と良く一致する

 関係を見いだし,図示した。そして,深海底における底棲有孔虫百分率が炭酸カルシュウムの溶

 解の程度を示すr万能性を指摘した。

 6木のコアーに含まれる浮遊性有孔虫群集の組成を決定した1要因を客観的に判断するために囚

 1二分析を行なった。3i種間の相互関係を明らかにするR一技法とコアー10Cm間隔に採il更した、試

 料問(43ならびに93試料)の相互関係を明らかにするQ一技法を,大型電f・、計算機(東京大学,

 計算センタ・一)を使って,それぞれ第6閃ヂまで抽出した。そして,現生浮遊性行乳虫の生態な

 らびにコ'ア・一σ)生物す轍学的細概“(i沼ノ合わせて,第3囚■1'・まての意味石船察1-4こ,そ(D織↓,

 R一技法による第目ノ1了二は,令試料中の各種の頻度に関1亘1する一般図チで,コアーσ)採取された

 位置によ・rて異なるもCIJて」)鮎第2因子は水11111をン第3囚fは浮遊14i有孔虫0)澱の溶解を表;1)
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 すものであると解釈した。同様に,比較的浅い海底(2,500～3,500m)から採られたコアーの

 43試料にもとづくQ一技法の各因子はR一技法と同じ意味を与えるものと解釈した。しかしなが

 ら,深い海底(d,300～4,800n〕)から採られたコアーの試料を含めた93試料にもとづくQ一技

 法の結果では,溶解の因子が水温の因子より群集組成に強く影響を与えたと結論した。この結論

 は,コアーの深度と堆積物中の炭酸カルシュウム含有量との関係,ならびに浮遊性有孔虫群集の

 解析からも裏付けされた。

 各コアーは,堆積物0)色や特徴・有孔虫群集の解析結果・古水温の変化曲線・Gh法による

 絶対年代などの11の基準にもとづいて詳細に対比した。

 コアーの時代論に関しては,占水温の変化曲線・C14法による絶対年代・1。、/TII法による

 堆積速度・絶滅種の出現によって考察し,これらのコアーの到達している最も古い時代がMi-

 ndel-Riss間氷期末期であると結論した・また,現在までの占気候と時代区分を明記し,かつ

 図示した。同時に,各コアーの'r均堆積速度として1～3㎝1/!,ooo年の値を算出した。

 最後に,古気候と堆積機構との関係を総合的に論じた。

皿
一
基

194



 論文審査結果の要旨

 本研究は1962～1964年の国幽ンド洋海洋観測に参加した東京水産大学海鷹丸と鹿児島大学鹿.児

 島丸が中部赤道インド洋から採集した6本の深海底コアーを分析したものである。

 大場は本研究に」ゴこって3方法を併用し,

 1)酸素同位体上七から,炭酸塩温畏:計による古1小(温測定

 2,浮遊性有孔虫群0)生物層位学的研究

 3)因子分析法による統計自勺角ノrl析を行った

 第lr「・iはコアーの、1己1彼て,堆積物・化石有孔虫群の層位的変化を解析し,第2童では018/016

 を使って炭酸耳,ざ温度、1「'法の原理を,論じ,サンプルテクニックの検討をした結果0.4℃の誤差で,古

 水温σ)相対的変化力…示されることを確認した。

 第3章では,浮遊性有孔虫群の生物層位学的解析結果から,そのうちの温暖種の頻度が,炭酸塩

 温度、ll一で求めた古水習,孟変化曲線と,全体的には一致するものであることを確認し,第4章では,コ

 アー巾の浮遊性有孔虫群集の組成を決定した要因を追求するために,因子分析法を適用し,大型電

 子Iil・算機を川いて,第6因壬までを抽出した。そして,それらの因子の古生物学的意味を論じたの

 である。

 第5章では,コアーの対比と絶体年数測定結果を論じたもので,最も古いコアーとしては約13

 万年!ii∫σ)ものが出ること.わよびそれ以后の吉'気候変化と堆積物との関係を総合した。

 以上の研究は,オ)か国で初めて酸素同位体比による炭酸.塩温度計法を,実際の材料について古水

 温を求めrこωr究として高く,評価され.,また,有孔虫群集の因テ分析法から環境要因を追求したこと

 によって客観性σ)強い糸占論を導き出すことに成功している。

 よって大場忠道提出の、論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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